
 

香川県立保健医療大学大学院長期履修規程 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、香川県立保健医療大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第４条

ただし書及び香川県立保健医療大学規則（平成 15 年香川県規則第 105 号）（以下「大学規則」

という。）第 11条ただし書の規定に基づき、標準修業年限を超えた一定期間にわたる計画的な

履修（以下「長期履修」という。）及び長期履修の修業年限に変更があった場合の授業料に関

して必要な事項を定める。 

 （申請手続） 

第２条 長期履修を希望する者は、博士前期課程にあっては１年次の年度の２月末日までに、博

士後期課程にあっては１年次又は２年次の年度の２月末までに、学長に対し、長期履修許可申

請書（第１号様式）及び学長が必要と認める書類を提出しなければならない。 

（長期履修の許可） 

第３条 学長は、前条の規定による長期履修許可申請書の提出があったときは、研究科委員会の

議を経て、長期履修を許可することができる。 

２ 前項で許可する長期履修の期間は、博士前期課程にあっては４年、博士後期課程にあっては

６年を上限とする。 

 （長期履修期間の短縮） 

第４条 前条第１項により許可を受けた長期履修期間の短縮を希望する者は、短縮を希望する

年度の前年度の２月末日までに、学長に対し、長期履修期間短縮許可申請書（第２号様式）を

提出しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による長期履修期間短縮許可申請書の提出があったときは、研究科委員

会の議を経て、長期履修期間の短縮を許可することができる。 

３ 前項で許可する長期履修期間の短縮は、修士課程、博士前期課程及び博士後期課程において

各１回限りとし、その短縮期間は１年間とする。 

 （授業料） 

第５条 前条第２項により長期履修期間の短縮を許可された場合の授業料は、１年度当たり、標

準修業年限の年数に授業料の額を乗じて得た額から、当該長期履修期間の短縮を許可された

者が既に納付した授業料の額を控除して得た額を、残りの修業年限の年数で除して得た額（そ

の額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）とする。 

２ 前項の授業料は、大学規則第 12 条の規定に基づき納付するものとする。 

 （委任） 

第６条 大学院学則、大学規則及びこの規程に定めるもののほか、長期履修に関し必要な事項は、

研究科委員会の議を経て、学長が別に定める。 

 

   附 則 

 この規程は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 29年４月１日から施行する。 

附 則 

 １ この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 



 

 ２ 平成 31 年３月 31日に修士課程に在学する者が引き続き当該課程に在学する場合におけ 

  る当該者についての長期履修期間の上限については、なお従前の例による。 

附 則 

 この規程は、令和３年９月１日から施行する。 

 






